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 竹の秋から竹の春    
副校長 今野 敏晴 

  学校
がっこう

の正門
せいもん

の前
まえ

に竹林
ちくりん

が広
ひろ

がっています。通勤
つうきん

しながら毎日
まいにち

竹林
ちくりん

を見
み

ていると、たけのこの成長
せいちょう

には、改
あらた

めて驚
おどろ

かされます。たけのこが少
すこ

し大
おお

きくなったかなと思
おも

って見
み

ているとどんどんと成 長
せいちょう

し、皮
かわ

をはぎ、ついには、親
おや

竹
たけ

の背丈
せたけ

を抜き
ぬ き

、枝
えだ

をのばし、新
あたら

しい葉
は

を開
ひら

きます。竹
たけ

は、１日で１メートルも伸
の

びることがあるそうです。成 長
せいちょう

し

た竹
たけ

の若々
わかわか

しい 緑
みどり

を、日本人
にほんじん

は、「若竹
わかたけ

色
いろ

」と呼
よ

びました。時
とき

を経
へ

るにつれ、「青竹
あおだけ

色
いろ

」「老竹
おいたけ

色
いろ

」になります。

１本１本の竹は、天にむかってまっすぐに伸
の

びていきます。自分
じ ぶ ん

の意志
い し

と努力
どりょく

によって精
せい

いっぱい伸
の

びていく姿
すがた

は、

本校
ほんこう

の子ども
こ ど も

達
たち

と重
かさ

なるところがあります。 

 若竹
わかたけ

の成長
せいちょう

に頼
たの

もしさを感
かん

じるところではありますが、驚異的
きょういてき

な成 長
せいちょう

には、秘密
ひみつ

があります。竹林
ちくりん

の地下
ち か

では、

地下
ち か

茎
けい

が、網
あみ

の目
め

のようにつながりあっていて、この網の目のような地下茎を伝って親
おや

から養分
ようぶん

をいただいているの

です。親
おや

竹
たけ

が 自
みずか

らの成 長
せいちょう

を犠牲
ぎせい

にしてまでたけのこに養分
ようぶん

をおくっているため、５、６月頃
ころ

には、あたりの樹木
じゅもく

が 緑
みどり

一 色
いっしょく

になるのに竹だけが、葉
は

を黄金色
こがねいろ

にして落
おと

すことから「竹
たけ

の秋
あき

」と言
い

われます。自分
じぶん

の 力
ちから

で伸
の

びている

ように見える若竹
わかたけ

の成 長
せいちょう

は、実
じつ

は、竹
たけ

同士
どうし

がお互
たが

いにつながり、支
ささ

え合
あ

い、助
たす

け合
あ

っているからなのです。 

 本校では、保護者
ほごしゃ

の皆様
みなさま

の支
ささ

えだけでなく、地域
ちいき

の方々
かたがた

にも積 極 的
せっきょくてき

にご支援
しえん

いただいております。図書
としょ

ボランテ

ィア、家庭科
かていか

ボランティア、学援隊
がくえんたい

、地域
ちいき

のボランティアの方々
かたがた

などです。 

 ６月１７日には、三村
み む ら

敦夫
あ つ お

様が、５年生
ねんせい

の稲作
いなさく

指導
しどう

として来校
らいこう

し、田植
た う

えをみていただきました。６月２５日には、

植村
うえむら

茂
しげる

様の 畑
はたけ

をお借
か

りしてさつまいもの苗
なえ

植
う

えを行い、ご指導
しどう

いただきました。植村様には、教 材
きょうざい

園
えん

や児童
じ ど う

の

植木
うえき

鉢
ばち

への野菜
やさい

の苗
なえ

植え
う え

もご指導
しどう

いただいております。さつまいもの苗
なえ

植
う

えには、くぬぎ台
だい

小学校の２年生もいっし

ょに活動
かつどう

をしました。保護者
ほごしゃ

・地域
ちいき

の皆様
みなさま

のご支援
しえん

に深
ふか

く感謝申
かんしゃもう

し上
あ

げます。 

 子ども達
たち

には、自分
じぶん

の成 長
せいちょう

がたくさんの人たちに支
ささ

えられているのだという感謝
かんしゃ

の気持
き も

ちをもつとともに自分で

も人と人とのつながりを大切
たいせつ

にし、輪
わ

を広
ひろ

げていってほしいと思
おも

います。 

「竹
たけ

の春
はる

」もあります。たけのこが成 長
せいちょう

して、丈
たけ

高
たか

く伸
の

び、若竹
わかたけ

が鮮
あざ

やかな 緑
みどり

の葉
は

をなびかせる初 秋
しょしゅう

頃
ごろ

の竹
たけ

の

姿
すがた

を「竹
たけ

の春
はる

」といいます。これから、暑
あつ

さが厳
きび

しくなり、夏休
なつやす

みを迎
むか

えます。個人
こじん

面談
めんだん

では、７月までの課題
かだい

や

成果
せいか

を話
はな

し合
あ

うとともに、夏休
なつやす

みに向
む

けての目 標
もくひょう

も確認
かくにん

するかと思います。暑
あつ

さに負
ま

けず、より自分
じぶん

を高
たか

めよう

と前進
ぜんしん

する子ども達
たち

の意欲
いよく

を応援
おうえん

したいものです。夏休
なつやす

みを終
お

えたときには、「竹の春」のように立派
りっぱ

に成 長
せいちょう

した

若竹
わかたけ

となって帰
かえ

ってくることを期待
きたい

しています。 
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